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地図、チャート、グラフ、イラストなどのグラフィック表現は、言語表現
と並んで、人類が継承してきた重要な情報表現の手段である。それにもかか
わらず、その機能的特徴についての体系的研究は最近まで行われてこなかっ
た。この講演の前半では、人工知能（e.g. Sloman[1], Lindsay[2]）、認知心理
学（e.g. Larkin & Simon[3], Stenning & Oberlander[4]）、数理論理学（e.g.
Barwise & Etchemendy[5][6][7], Shin[8]）などに分散していた研究をまとめ、
グラフィック表現の機能的特徴について意味論的見地からいくつかの一般化を
提供する。意味論見地からの一般化は、グラフィック表現が現実の人間によっ
て処理される仕方について興味深い予想を提供するが、それを完全に規定する
ものではない。そこで、講演の後半では、対象知覚・対象記憶についての最近
の知見（e.g. Ullman[9], Roelfsema[10], Pylyshyn[11], Ballard et al.[12]）を
ベースに講演者らが行っている認知心理学的実験について紹介し、グラフィッ
ク表現の研究において意味論的アプローチと認知心理学的アプローチがいか
に融合しうるかについて考えるよすがとしたい。
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